	レポート講座　　　　　　　　　　　　　　主催　立命館大学古美術研究会

第１回　レポート・論文の書き方

講師：佐藤敬二（法学部教授）




はじめに

　1.自己紹介：専門＜労働法、社会保障法、法女性学＞

　　　　　　　大学院法学研究科でオンライン情報を使った論文執筆講座を開講中

  2.昨年の講座と今年の講座

　　　昨年：著作権を守ること、に主眼を置いていた

　　　今年：上手なレポートの書き方、に主眼を置く

　3.本日の予定と来週の予定

　　　本日：「レポート作成の基礎」講座

　　　　　　→ノンストップライティング

　　　　＊内容は基本的には、「富山大学日本語表現」の講義にしたがって行う。

　　　　　　http://hyogen.edu.toyama-u.ac.jp/hyogen2000/index.html

　　　　　　理由：自習が可能

　　　来週：レポートの講評

　　　　　　著作権について

１．レポートとは何か

　1.学生にレポート課題を課すのはなぜか

　　　1)学生に研究論文を執筆させることは無理、そのようなことは期待していない。

　　　2)目的：講義内容の理解には、主体的な「学び」が必要

　　　　　　　自学自習（大学設置基準：１単位は15時間の講義と30時間の自習が必要）

　　　　　　　自己認識：他人の見解と自らの見解の区別、自らの見解の自己認識

　　　＊レポートと論文の違い

　　　　　抽象的には、レポートは既存の知識の整理、論文はその上での自説の提示

　　　　　ただし現実には、教員がこのように明瞭に区別して認識しているかは疑問

　2.レポートは感想文（随筆、エッセイ、文学 etc...）ではない

　　　違い：レポートは「アイのない文書」

　　　＊論者によって様々な言い方がされるがすべて同様

　3.レポートの構成要素

　　　1)論点（ないし、主題、課題）

　　　　　＊何について論じるのか、論じる理由は何か

      2)当該テーマについての事実関係の整理

　　　　　＊社会的実態、調査資料、法学ならば法律判例

      3)諸見解（ないし、先行研究）

      4)自説（ないし、判断）

　　→＊この順序で執筆する必要はないが、この要素は必要、この順序で書くと書き易い

　　　＊具体的論文をもとに構成を読み解く：［資料］参照

２．上手なレポートの書き方（この部分は「富山大学日本語表現講義」に基づく）

　1.資料集め

　　　cf.私のウェブ・ページにオンラインの資料

　　　　　http://www.ritsumei.ac.jp/~satokei/IT.html

　　　→著作権の問題については来週に解説

  2.何について論じるのか：論じるテーマを明らかにするための手法

　　　1)image map　cf.ＫＪ法

　　　　　思考マップ　　　　　　　→資料１

　　　　　構成マップ　　　　　　　→資料２

      2)outline

　　　　　思いついたことを書き留める→グループ化→構成

      3)nonstop writing

　3.執筆１：論文の構成 　　　　　 →資料３

　　　1)序文・本文・結論

          序文の必要性、並列型・直列型

      2)接続詞

　4.執筆２：文書表現

　　　1)One Word / One Meaning　　→資料４

　　　　　例：動詞「機械を見る」、形容詞「多くの人が賛成した」、

　　　　　　　副詞「しばらく海外に行く」

      2)One Sentence / One Idea　 →資料５

      3)One Paragraph / One Topic →資料６

　　　　　ステップ１：書きたいことをリストアップ

　　　　　　　　　２：いったん一つにまとめる

　　　　　　　　　３：グループ化、書くべきと書かないグループ

　　　　　　　　　４：グループ内で文を順序正しく配列する

３．やってみよう

1.模擬レポート

趣旨　：模擬作業

実際には調査した上でアイデアは生まれる

テーマ：出題されているテーマがあればその課題

　　　　　　なければ、適当なテーマを設定する。サークルでの研究課題をテーマ

　　　　　　思いつかなければ、「立命館大学を良くする方策」をテーマに

　2.作業：image map　　　　（１０分）

→outline　　　　（　５分）

→nonstop writing（１０分）

　3.来週に講評の予定

　　　予告：来週は著作権をテーマとする

［参考文献］

　1)レポート・論文の書き方

　　　吉田健正『大学生と大学院生のための　レポート・論文の書き方』

　　　　（ナカニシヤ出版、１９９７年）

　　＊文学者による概説書は少ないので次のものを参考にしてください

　　　東郷雄二『文科系　必修研究生活術』（夏目書房、２０００年）

    ＊オンライン情報

　　　1.論文作成に役立つリンク集・松井剛

　　　　　　 http://tmatsui.virtualave.net/misc/method.html

　　　2.サイト

　　　　文系

　　　　　名古屋学院大学経済学部・児島完二

　　　　　　http://www.ngu.ac.jp/white/Semi/a9402/zemi/ronbun.html

　　　　　石巻専修大学経営学部・丸岡泰

　　　　　　http://www.isenshu-u.ac.jp/~maruoka/ronbun.html

　　　　　秋田大学付属図書館

　　　　　　http://www.akita-u.ac.jp/~ktakalib/top.htm

　　　　理系

　　　　　照明学会論文委員会

      　　　http://www.netspace.or.jp/~ieij/vol8205paper.html

　　　　　徳島大学総合科学部・桑折範彦

　　　　　http://www.ias.tokushima-u.ac.jp/physics/nucl/koori/WritingThesis.html

　　　　　論文の書き方

　　　　　　http://www.interq.or.jp/world/samonn/

　　　3.著作権

　　　　サイバースペースの法律・岡村久道

　　　　　　http://www.law.co.jp/okamura/index.html

　　　　社団法人著作権情報センター

　　　　　　http://www.cric.or.jp/

　　　　インターネットを利用するためのルール＆マナー

　　　　　　http://www.enc.or.jp/enc/code/rule/main.html

   2)文章の書き方

　　　高橋昭男『仕事文の書き方』（岩波書店、１９９７年）

   3)引用方法

　　　法律編集者懇話会「法律文献等の出典の表示方法［1998年版］」

　　　　日本学会事務センター『法律関係８学会共通会員名簿1998』付録（1998年）

　　　　加賀山茂・松浦好治編『法情報学』（有斐閣、1999年）付録ＣＤ－ＲＯＭ

　　　＊引用方法はそれぞれの専門領域毎に異なる。

　　　　  法律学ではBlueBook、社会学であれば Chicagoスタイル、英文学だと MLA 　　　　　　　スタイルをベースとした引用方法となる。

　　　　　　相違についての例：文献註の入れ方

　　　　　理系だとまたまったく異なる。

　　　指宿信「ネット文献の引用方法について」

　　　　http://www.ne.jp/asahi/coffee/house/ARG/054.html

  　　　＊また、この号に参照サイトが掲載されている

